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国際防災の十年の進行 (1991年 3月現在）
1 .は じま り

国際防災の十年 (International Decade 
for Natural D i saster Reduction-IDNDR と
略す）は1987年12月国連の決議によ って始め
ら れた ものである。そ の前にア メリカ の地震
学者F ・プレス氏が19 90年代を 自然災害軽減
のための十年 とし よ うと提案 し てい た も のが，
多くの議論を経てこのように結実したのである。

2 . 国連内では
国連には多くの機関があるので，どこが担

当する かには曲折があっ たが，事務局がジュ
ネーブに置かれた。
こ こには特別上級理事会と科学技術委員会

と が組織されるが，前者は未だでき てい な い。
基金を作り ，通常外予算により運営される予
定である。

3 . 国 レベルでは
各国において国内委員会を設ける よう に求
め ら れて い る。現在約80の国で国内委員会が
設けら れている。
日本の国内委員会は国際防災の十年推進本

部 （本部長 ：内閣総理大臣）である がこの他
に国民会議も設けら れている。

4 . 学術団体等のレベルでは
国家という 立場だけでなく ，学術団体 • N 

G O 等広 く参加すべ き であ り，日本でも日本
学術会議や諸学会な どで I D N D R に関連し
た研究計画が出さ れている。

5 . 科学技術委員会の運営
国連の中で，第一 回科学技術委員会が1991

年 3 月 4日 から 同8 日 ま で ドイツ ボンの郊
外で開催さ れ，日本より の委員 とし て私が出
席 し た。この委員には，世界の地理的分布 ・
専門分野分布を考慮 し て，25人が選ばれたも
のである。昨年11月 の準備委員会に引き つづ
いて第一 回が開催 さ れたわけである。
出席者は委員22名，国連も含む国際機関(15

機関）20名，事務局等10名，他 5 名 の計57名
の大会議であっ た。審議すべき議題とし ては，
I D N D R の 目標，枠組とし てのプログラム
課題選択の方法等であっ たが，第一 回 と い う
せいか議論も全体的かつ抽象的な面が多く，も
う少し議論を重ねる必要があるように思われた。
第二回科学技術委員会は1991年秋 に開催 さ
れる予定である。今後， 特別上級理事会も組
織され，国連レベル とし て も活発に I D N D
R の活動が行われ る であろ う。そ の時に，「災
害先進国」の 日本の経験と知識とはすべての
国の人にと って有意義な指針とな るであろう 。

6 . IDNDRニュー ス “ Stop Disasters" が発行
さ れた。
（総括地球科学技術研究官 木下 武雄）

2 月の地震活動 ］

マ グニチュー ド (M) 4 以上の地震は全部で 7 個
観測 さ れた。こ れ ら のう ち， 3 個は東海沖で発生
し た深発地震，1個 は能登半島の下で発生 し た深
発地震である。残 り の3 個は，以下の通り であ る。
茨城県南西部 (11日17時07分，深 さ68km,M4 .  6) , 
新潟県南部 (22 日 21時 27分，深 さ5 km, M4 . 3) , 
茨城県東方沖50km (28日11時 59分，深 さ38km, M 
4 . 7)で観測 された地震である。22日 の新潟県南部
に発生した地震は，平成 2 年12 月 7 日か ら 活発化
し てい る群発地震活動域に発生し た地震であり ，
他に2 月中 に この群発地震活動域では22個の地震
が観測 された。

区
3 月31日付 復帰 広部 良輔

定年退職 広部 良輔
4 月1 日付 配置換 藤原 忠治 管理部企画課

国際研究協力官
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